
平成１７年度の特色について

県

利用状況 利用者負担(利用料金)等

H15 H16 H17 ２６歳以上 880円

17,243 14,015 14,101 ２６歳未満 530円

高校・大学生 390円

小・中学生 270円

　

　

利用状況
の推移

 昭和47年度の開所以来、利用者数は毎年１万人台で推移してきました。
 世界体操選手権のための施設の充実により、平成８年度には２万５千人の利用がありました。
 直近３年は、学校の利用者が減ったことなどから、１万８千人から１万４千人へと減少傾向にありま
す。

設置の目的
青少年を対象とした各種体験活動や研修会などを開催し、心身ともに健全な青少年
の育成を図る。

概　　　　 要
（構造、面積、主な機能）

鉄筋コンクリート造、地上３階、延４，１５１．６１㎡
宿泊室（１２０名）、研修室(１２０名)、多目的ホール(６０名)

利用者数（人）

職 　員　 数 職員５名

入館料

事業実績

　平成１７年度は、次代を担う児童・生徒や青少年を対象とした主催事業として、地域こども教室
推進事業、長期宿泊体験事業を実施しました。
　
　地域子ども教室としては、園芸活動体験、合宿通学、星空観察、竹とんぼづくり、バードウォッ
チング、国際交流学習、陶芸、水ようかん作り、ブルーベリージャム作り、お茶席等を実施しまし
た。
　
　県内の小学４年生から中学生を対象に、夏休みを利用して宿泊しながら、様々な体験活動を行
い、思いやりや自主性を養うことを目的とした長期宿泊体験事業を実施しました。

所　 在 　地 鯖江市上野田町１９－１

設置年月日 平成４８年２月１日

施設管理主体

福井県立鯖江青年の家(1/2)

施設の種類 宿泊・研修施設

主催事業参加者数推移（人）
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行政コスト計算書（平成１７年度） バランスシート（平成１８年３月３１日現在）

総額 構成比 前年比

人件費 48,305 59.0% 96.9% 資　産 前年比 負　債 前年比

退職給与引当金繰入 150 0.2% -

計 48,455 59.2% 100.0%

物件費 18,854 23.0% 98.3%

維持補修費 4,049 4.9% 172.0% 今後の課題 　地域特性を活かした施設運営をどうするかが課題となっています。

減価償却費 8,325 10.2% 100.0%

計 31,228 38.1% 104.6%

公債費（利子） 2,233 2.7% 32.5% 計 301,113 97% 計 301,113 97%

その他 5 0.0% 83.3%

計 2,238 2.7% 32.5%

合　　　計 81,921 100.0% 96.2%

（前年比）

収入 利用料等収入 2,370 2.9% 100.8% 100.8%

その他収入 195 0.2% 85.5% 100.0%

一般財源 79,356 96.9% 96.1% 95.6%

 

　  

2,370,000 円 

5,810 円 

168 円 利用者１人あたり平均利用料

利用者１人あたりコスト

利用料等収入計

-

流動資産

流動負債0

0

施設の特徴

38%30,750

230,913

（単位　千円） 　鯖江青年の家は、丹南地域のほか、県内外の各学校や諸団体、スポーツ少
年団等に利用されています。
　大学生を中心としたボランティアリーダーの育成の場として活用されていま
す。
　近くに位置する学校などとの連携を図りながら、体験活動や研修会などを実
施しています。
　児童・生徒の社会性や豊かな人間性を育む観点から体験活動を促進する必
要があり、宿泊設備を備え、低廉な価格で利用できるよう配慮した施設です。
　上岡山の自然を生かしたウォークラリーや栽培温室を利用した主催事業を通
じて、地域を結ぶ学習環境づくりを推進しています。

固定負債 39,450

貸方

56%

（単位　千円）

福井県立鯖江青年の家(2/2)

人にかかる
コスト 有形固定

資      産

物にかかる
コスト

投 資 等

97%301,113

借方

（単位　千円）

　「地域の特性を活かした青少年の体験学習活動の充実」を基本方針と
し、開かれた青年の家を基盤として、生涯学習社会をふまえた研修内容
の充実、地域環境を活かした活動プログラムの工夫と改善、利用団体や
利用者の自主的・創造的な研修活動のための支援に取り組んでいきま
す。
　このような活動を通して各学校や各種団体、企業等多様な利用団体
が、それぞれのニーズに応じて、自主的活動ができる特色ある青年の家
を目指しています。
　今後は、自然の豊かさを活かした各種体験活動などに取組むととも
に、情報紙の発行をはじめとして、いろいろな広報活動を充実させ、利
用の促進を図っていきます。

その他

バランスシート、
行政コスト計算書の特色

- 146%正味資産

今後の事業方
針、取り組み内

容

　教育施設として、低廉な価格での利用施設であるため、利用者１人当たりのコストは高くなって
いますが、平成１７年度は、コスト全体が減少したこと、利用者が若干増加したことにより、利用
者１人あたりのコストは前年比減少しています。

合宿通学レクリエーション

星空にアプローチ ネイチャーゲーム

利用者１人あたりのコスト負担の状況
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